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江
戸
時
代
前
期
の
深
川
村

深
川
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
深
川
村
。
場

所
は
、
現
在
の
都
営
新
宿
線
森
下
駅
近
く
に

あ
る
深
川
神
明
宮
付
近
に
あ
た
り
ま
す
。
村

名
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
幕
府
が

編へ
ん
さ
ん纂

し
た
『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』
に
、
慶け

い

長ち
ょ
うの

頃
（
1
5
9
6
〜
1
6
1
5
）
摂せ

っ
つ
の津

国く
に

（
大
阪
府
）か
ら
下
っ
た
深
川
八
郎
右
衛
門
が
、

新
田
を
開
発
し
、
そ
の
姓
を
と
っ
て
名
付
け

ら
れ
た
と
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
深
川
の
名
称
は
埋
立
て
に
伴
い

南
に
広
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
明め

い

暦れ
き

の
大
火
直
後
の
明
暦
3
〜
4
年
（
1
6
5
7

〜
5 

8
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
「
江
戸

大
絵
図　

明
暦
」（
三
井
文
庫
蔵
）
で
は
、
小

名
木
川
以
南
の
隅
田
川
沿
い
の
地
を
、
す
で

に
「
ふ
か
川
新
田
嶋
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
述
に
基
づ
く
と
、
田
畑
の
開
発
に
伴

い
成
立
し
た
「
○
○
新
田
」
と
同
様
、
絵
図

作
成
者
は
17
世
紀
中
頃
の
小
名
木
川
以
南
を
、

す
で
に
「
ふ
か
川
」
の
「
新
田
嶋
」
と
認
識

し
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
小
名
木
川
北
部
に
成
立
し
て

い
た
深
川
村
と
の
連
続
性
を
も
っ
て
、
当
時

こ
の
付
近
は
「
ふ
か
川
」
と
認
識
さ
れ
た
と

考
え
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
と
は

い
え
ま
せ
ん
。（
次
頁
に
続
く
）

○深川村と御船蔵
○江戸の町内探訪⑪

深川元町
○江戸の町内探訪　特別編

御船蔵
○城東の村を歩く⑪

八郎右衛門新田
○『江東区民俗調査報告書』で知る

砂町の促成栽培
○第36回（平成二十九年度） 時雨忌記念講演会録 

芭蕉の求めたもの
○江東区域と寺町②

〜亀戸〜

延宝8年（1681）　江戸方角安見図（部分）　　　国立国会図書館デジタルコレクション

（
蔵
舟
御
）

（ 深 川 村 ）
（ あ た け 丸 ）

（
隅
田
川
）

（小名木川）

（竪川）

※文字を書き加えています



「
深
川
元
町
」

ふ
か
が
わ
も
と
ま
ち

江
戸
の
町
内
探
訪
⑪

2

前
ペ
ー
ジ
に
続
い
て
、
深
川
北
部
に
位
置

し
た
深
川
村
を
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

同
村
が
の
ち
に
発
展
し
、
深
川
町
と
な
る
過

程
と
同
村
・
町
の
実
態
に
つ
い
て
、
江
戸
時

代
後
期
に
江
戸
の
町
が
書
上
げ
、
幕
府
が
編

纂
し
た
『
町
方
書
上
』
と
「
深
川
村
絵
図
」

を
通
し
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

深
川
村
の
範
囲

ま
ず
、『
町
方
書
上
』
の
記
述
か
ら
、
深

川
村
の
範
囲
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
ま

す
。
同
書
で
は
、
深
川
村
の
成
立
、
そ
し
て

村
か
ら
町
へ
と
変
容
を
遂
げ
る
過
程
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

（
前
略
）
後こ

う

年ね
ん

追お
い

々お
い

町ま
ち

並な
み

・
家か

作さ
く

で
き

仕つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

候
に
つ
き
、
惣そ

う

名み
ょ
う

深
川
村
と
名め

い

目も
く

相あ
い

唱と
な
え、

在ざ
い
ま
ち町

と
も
御
代
官
御
支
配
に
御ご

ざ座

候そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

処
、
そ
の
頃
、
惣そ

う

深
川
地
境
の
儀
は
、

南
の
方
は
小
名
木
川
を
境
、
北
の
方
は
本

所
を
境
、
西
は
大
川
を
限
り
、
東
の
方
は

同ど
う

領り
ょ
う

猿
江
村
辺
を
限
り
、
一
円
深
川
町
と

号
（
後
略
）�

※
読
み
下
し
文

こ
の
史
料
の
前
文
に
は
、
慶
長
元
年

（
1
5
9
6
）
に
村
が
成
立
し
た
と
の
由
緒

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
事
実
の
可
否
は

別
と
し
て
、
そ
の
後
の
町
並
や
家か

作さ
く

（
家
を

建
て
る
こ
と
）
が
増
え
た
こ
と
で
深
川
村
と

称
さ
れ
、
さ
ら
に
深
川
元
町
へ
と
発
展
し
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
史
料
中
の
「
在
町
」

と
は
、
村
の
中
に
成
立
し
た
町
場
の
こ
と
を

指
し
ま
す
の
で
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
村
の
一

部
が
町
場
へ
と
変
容
を
遂
げ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

村
の
範
囲
は
、
北
は
本
所
境
か
ら
南
は
小

名
木
川
、
西
は
大
川
（
隅
田
川
）
か
ら
東
は

猿
江
村
辺
り
ま
で
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
本

所
境
」
と
「
猿
江
村
辺
」
が
ど
こ
を
指
す
の

か
曖あ

い
ま
い昧

で
す
が
、概お

お
む

ね
こ
の
範
囲
は
左
の
「
深

川
村
絵
図
」
に
示
さ
れ
た
範
囲
と
重
な
り
ま

す
。
絵
図
に
は
、
幕
府
の
「
御
船
蔵
」
と
深

川
神
明
宮
の
別
当
「
泉せ

ん

養よ
う

寺じ

」
の
記
述
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
絵
図
の
成
立
時
期
は
17

世
紀
末
（
1
6
8
2
〜
9 

3
）
頃
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
深
川
村
」
か
ら
「
深
川
元
町
」
に
な
っ

た
時
期
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
幕
府
が
正
保
〜
慶

安
期
（
1
6
4
4
〜
5 

2
）
に
作
成
し
た

『
武む

蔵さ
し

田で
ん

園え
ん

簿ぼ

』
に
は
「
深
川
村
」、

半
世
紀
ほ
ど
の
ち
の
元
禄
郷ご

う

帳ち
ょ
うに

は
「
深
川
町
」
と
し
て
登
場
す
る

こ
と
で
す
。
い
ず
れ
の
史
料
も
村

名
や
村
高
（
各
村
の
米
の
生
産
量
）

を
記
し
た
も
の
で
す
が
、
両
史
料

の
村
高
を
比
較
す
る
と
50
年
ほ
ど

で
1
0
9
5
石
余
か
ら
6
8
0

石
余
と
40
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
も
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
生
産
の
た
め

の
耕
地
が
減
少
し
た
と
考
え
た
場
合
、
こ
の

地
域
は
す
で
に
村
落
的
な
様
相
を
失
い
つ
つ

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
幕
府
の
支
配
名

称
が
「
深
川
村
」
か
ら
「
深
川
町
」
へ
と
変
っ

た
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
期
間
に
当
該

地
域
の
様
相
は
大
き
く
変へ

ん

貌ぼ
う

を
遂
げ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
、『
町

方
書
上
』に
は「
深
川
元
町
」と
あ
り
ま
す
が
、

他
の
史
料
で
は
「
深
川
町
」
と
出
て
き
ま
す
。

こ
こ
で
絵
図
の
具
体
的
な
内
容
に
目
を
向

け
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
絵
図
が
作
成
さ
れ

た
17
世
紀
末
頃
の
深
川
村
に
は
、所
々
に
「
百

姓
地
」
が
残
さ
れ
て
い
る
反
面
、
多
く
の
武

家
屋
敷
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
町
人
共
」
と
記
さ
れ
た
土
地
も
複
数
確
認

で
き
ま
す
。
こ
の
「
町
人
共
」
が
ど
の
よ
う

な
人
々
を
さ
す
の
か
、「
百
姓
地
」
を
耕
す

人
々
は
ど
こ
に
い
た
の
か
、「
町
人
共
」
が

耕
作
人
で
、
町
場
化
に
と
も
な
い
「
町
人
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
関

係
に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
の
ち
に
、
こ
の
付
近
は
江
戸

市
中
に
編
入
さ
れ
、
土
地
は
代
官
、
人
は
町

奉
行
の
「
両
支
配
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
も
含
め
て
、
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

（
浅
草
川
）

（
泉 

養 

寺
）

（
御 

船 

蔵
）

（小名木川）

深川村絵図（上）部分（下）　深川江戸資料館蔵



「
御
船
蔵
」

お
ふ
な
ぐ
ら

江
戸
の
町
内
探
訪

　特
別
編

3

深
川
村
の
西
側
、
隅
田
川
沿
い
に
幕
府

の
御
船
蔵
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期

に
成
立
し
た
『
御
府
内
備
考
』
に
よ
れ
ば
、

「
浅
草
川
の
東
岸
に
添
て
、
長

な
が
さ
さ
ん
ち
ょ
う
ば
か
り

三
丁
許
の
間

に
大
小
十
四
宇う

建た
ち

並な
ら

へべ

りり

」
と
あ
り
、
南
北

3
3
0
m
程
の
間
に
大
小
14
も
の
船
蔵
が
建

て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
御
船
蔵
の
成
立
と
そ
の
背
景
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
。

御
船
蔵
の
成
立
時
期

深
川
村
の
隅
田
川
沿
い
に
設
け
ら
れ
た
御

船
蔵
（
①
）
は
、
幕
府
の
大
船
を
格
納
す
る

施
設
で
し
た
。
こ
の
施
設
が
い
つ
頃
こ
の
地

に
設
け
ら
れ
た
の
か
、
ま
ず
は
そ
の
点
を
確

認
い
た
し
ま
す
。

嘉
永
3
年（
1
8
5
0
）刊
の『
武
江
年
表
』

に
は
、
天
和
年
間
（
1
6
8
1
〜
8 

4
）

の
項
に
「
安
宅
丸
の
お
船
を
解
か
せ
ら
れ
し

時
、
両
国
西
河
岸
に
あ
り
し
御
船
蔵
を
、
彼

の
大
船
を
置
か
れ
し
川
の
東
岸
の
地
へ
移
さ

せ
ら
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
述
に
あ
る
安あ

宅た
け

丸ま
る

は
、
三
代
将
軍

徳
川
家
光
が
船ふ

な

手て
が
し
ら頭

の
向む

か

井い

将し
ょ
う

監げ
ん

に
命
じ
て

造
ら
せ
た
御ご

座ざ

船ぶ
ね

で
、寛
永
11
年（
1
6
3
4
）

に
伊
豆
で
完
成
し
、
翌
12
年
に
品
川
沖
で
家

光
が
上
覧
・
試
乗
し
た
の
ち
、
深
川
に
繫け

い

留
り
ゅ
う

さ
れ
、
天て

ん

和な

2
年
（
1
6
8
2
）
に
解
体
さ

れ
ま
し
た
。
同
史
料
に
は
、
安
宅
丸
の
解
体

の
頃
、
隅
田
川
西
側
に
あ
っ
た
御
船
蔵
を
東

岸
に
移
し
た
と
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
史
料

で
は
そ
の
成
立
は

天
和
頃
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
す
で

に
「
江
戸
大
絵
図

　

明
暦
」
に
は
、

隅
田
川
東
岸
の
深

川
村
に
隣
接
し
た

場
所
に「
御
船
蔵
」

の
記
述
が
確
認
さ

れ
、
寛
文
11
年

（
1
6
7
1
）「
新

板
江
戸
外
絵
図
」

（
都
公
文
書
館
蔵
）、
延
宝
8
年
（
1
6
8
0
）

『
江
戸
方
角
安
見
図
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

に
も
「
御
船
蔵
」
は
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
絵
図
に
よ
れ
ば
、
年
代
を
確
定

で
き
な
い
と
は
い
え
、
御
船
蔵
は
天
和
2
年

以
前
か
ら
こ
の
地
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
12
年
に
家
光
が
試

乗
し
た
安
宅
丸
が
小
名
木
川
や
や
北
側
の
堀

割
に
係
留
さ
れ
（
②
）、
そ
の
後
17
世
紀
中

頃
ま
で
に
幕
府
の
御
船
蔵
が
そ
の
す
ぐ
北
側

に
設
け
ら
れ
た
と
推
察
で
き
ま
す
。

御
船
蔵
の
関せ

き

船ぶ
ね

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
御
船
蔵
」

に
は
14
棟
の
船
蔵
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
に
ど
の
よ
う
な
関
船
が
存
在
し

た
の
か
、正
徳
2
年（
1
7
1
2
）
4
月
『
五ご

組く
み

御お

船ふ
な

手て

書か
き

上あ
げ

』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
か

ら
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、

関
船
と
は
大
型
の
安
宅
船
と
小
型
の
小
早
船

の
中
間
の
規
模
を
も
つ
船
で
し
た
。

お
預
り
　
向
井
将
監

天
地
丸
（
76
挺
立
、
修
復
済
）

大
龍
丸
（
60
挺
立
、
□
（
虫
損
）□御
用
立
で
き
ず
）

日
□（虫
損
）

□
（
以
下
判
読
で
き
ず
）

吉
岡
丸
（
46
挺
立
、
大
破
御
用
立
で
き
ず
）

大
市
丸
（
42
挺
立
、
大
破
御
用
立
で
き
ず
）

お
預
り
　
大
河
内
又
十
郎

八
□（虫
損
）
□（
50
挺
立
、少
々
損
御
用
立
で
き
ず
）

龍
王
丸
（
52
挺
立
、
出
船
成
し
難
し
）

お
預
り
　
天
野
佐
左
衛
門

天
神
丸
（
52
挺
立
、
大
破
修
復
願
い
中
）

難
波
丸
（
52
挺
立
、
大
破
修
復
願
い
中
）

お
預
り
　
堀
　
七
郎
兵
衛

鳳
凰
丸
（
44
挺
立
、
大
破
御
用
立
で
き
ず
）

孔
雀
丸
（
36
挺
立
、
大
破
御
用
立
で
き
ず
）

お
預
り
　
三
洲
縫
殿
助

光
陰
丸
（
62
挺
立
、
大
破
御
用
立
で
き
ず
）

国
市
丸
（
42
挺
立
、
大
破
御
用
立
で
き
ず
）

以
上
、
史
料
に
よ
れ
ば
正
徳
2
年
当
時
の

幕
府
の
関
船
は
全
13
艘
で
、
虫
損
で
不
明
の

1
艘
を
除
く
11
艘
が
「
大
破
」
ま
た
は
必
要
な

修
復
を
し
て
い
な
い
た
め
使
用
で
き
な
い
状

態
で
し
た
。
た
だ
1
艘
、
天
地
丸
だ
け
が
修

復
済
み
で
使
用

可
能
で
し
た
。

御
船
蔵
の
様

子
は
、『
江
戸

名
所
図
会
』
の

「
両
国
橋
」
の

項
に
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
そ

の
敷
地
内
に
は

盛
り
土
が
存
在

し
、
天
和
2
年

に
解
体
さ
れ
た

安
宅
丸
の
塚
だ

と
伝
え
ら
れ

て
い
た
よ
う
で

す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
） 江戸名所図会　両国橋（部分）　国立国会図書館デジタルコレクション

延宝8年（1681）江戸方角安見図（部分）

①

②



八
郎
右
衛
門
新
田

八
郎
右
衛
門
新
田

城
東
の
村
を
歩
く
⑪

城
東
の
村
を
歩
く
⑪

は
ち
ろ
う

え

も
ん
し
ん
で
ん

4

八
郎
右
衛
門
新
田
（
東
砂
6
〜
8
丁
目
）

は
、
深
川
村
の
名
主
深
川
八
郎
右
衛
門
が
万ま

ん

治じ

年
間
（
1
6
5
8
〜
6 

1
）
に
開
発
し

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
前
を
村
名
と
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
西
5
町
、
南
北
7
町
、

家
数
は
62
、
開
発
以
来
幕
府
の
直
轄
地
で
し

た
（『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』）。
検
地
は
元げ

ん

禄ろ
く

10
年
（
1
6
9
7
）
に
行
わ
れ
、
村
高
は

元
禄
郷
帳
に
よ
る
と
1
5
5
石
余
、
明
治

初
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」

で
は
2
9
4
石
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

舟
入
川
と
旧
大
石
家
住
宅

舟ふ
な

入い
り

川が
わ

は
、
川
幅
約
9
メ
ー
ト
ル
の
堀
割

で
、
境
川
か
ら
南
に
流
れ
、
八
郎
右
衛
門
新

田
の
ほ
ぼ
中
央
を
通
っ
て
約
7
2
0
メ
ー

ト
ル
先
で
堀
留
と
な
っ
て
お
り
、
八
郎
右
衛

門
新
田
の
農
業
用
水
や
荷
物
運
搬
路
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
八
郎
右
衛
門
新

田
の
集
落
は
舟
入
川
に
沿
っ
て
展
開
し
て
お

り
、
農
家
や
鎮
守
の
神
明
社
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。
地
元
の
方
が
大
正
末
期
の
舟
入
川
周

辺
の
様
子
を
描
い
た
図
に
よ
る
と
、
北
か
ら
、

出
戸
の
橋
、
神
明
橋
、
土
橋
、
榎
本
橋
が
架

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
八
郎
右
衛
門
新
田
に
建
て

ら
れ
た
の
が
、
旧
大
石
家
住
宅
で
す
（
①
）。

現
在
は
仙
台
堀
川
公
園
内
（
南
砂
5
︱
24
地

先
）
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は

舟
入
川
の
南
端
の
堀
留
に
面
し
て
建
っ
て
い

ま
し
た
。
安あ

ん
せ
い政
2
年
（
1
8
5
5
）
の
地
震

で
も
倒
壊
し
な
か
っ
た
と
い
う
伝
承
や
、
屋

根
裏
に
残
さ
れ
た

1
5
0
枚
以
上
の

御
札
か
ら
、
今
か
ら

1
6
0
年
以
上
前
の

19
世
紀
半
ば
頃
に
建

て
ら
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
石

家
は
、
畑
作
を
中
心
と
し
た
農
業
と
、
明
治

以
降
は
海
苔
養
殖
を
お
こ
な
う
半
農
半
漁
で

生
計
を
立
て
て
お
り
、
八
郎
右
衛
門
新
田
の

農
家
で
は
、
こ
の
よ
う
な
生
活
が
一
般
的
で

し
た
。
ま
た
、
水
害
の
多
か
っ
た
地
域
の
建

物
の
特
徴
と
し
て
、
屋
根
裏
を
広
く
作
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
浸
水
時
に
屋
根
裏
に
避

難
し
、
一
時
的
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
す
。
旧
大
石
家
住
宅
は
、
八
郎
右
衛

門
新
田
の
村
民
の
生
活
の
一
端
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

舟
入
川
は
、
地
盤
沈
下
の
影
響
で
昭
和
13

年
（
1
9
3
8
）
か
ら
埋
め
立
て
ら
れ
、
同

15
年
に
砂
利
道
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
堀

留
の
跡
地
は
「
四し

十じ
ゅ
っ

町ち
ょ
う

通
り
」
と
い
う
愛
称

名
が
つ
け
ら
れ
た
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
郎
右
衛
門
新
田
の
信
仰

同
村
の
鎮
守
の
神
明
社
（
現
・
天
祖
神
社
、

東
砂
6
︱
13
）
は
、「
神
社
明
細
帳
」
に
よ

れ
ば
、
元
禄
10
年
（
1
6
9
7
）
の
鎮
座
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
猿
江
の
泉

養
寺
持
で
し
た
。

現
在
の
天
祖
神
社
に
は
、
八
郎
右
衛
門

新
田
の
人
々
に

よ
っ
て
奉
納
さ

れ
た
も
の
が
現

存
し
て
い
ま
す
。

本
殿
に
安
置
さ

れ
て
い
る
湯
立

釜
（
②
）
は
青

銅
製
の
鋳
物
で
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

4
年
（
1
7
1
9
）

9
月
に
村
の
若
者
中
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
湯
立
神
事
に
使
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
境
内
に
は
明
治
33
年
（
1
9
0
0
）

5
月
に
建
て
ら
れ
た
四
十
町
講
中
碑
が
あ
り

ま
す
（
③
）。
四
十
町
（
丁
）
は
、
現
在
の

東
砂
6
丁
目
と
7
丁
目
の
境
に
あ
っ
た
舟
入

川
を
は
さ
ん
で
向
か
い
あ
っ
た
家
の
集
落

を
い
い
、
八
郎
右
衛
門
新
田
の
小
名
で
し

た
。
こ
の
地
域
の
広
さ
が
四
十
町
歩
あ
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
名
称
で
す
。
四
十
町
に

は
、
十
四
日
講
・
十
五
日
講
と
呼
ば
れ
る
念

仏
講
が
あ
り
、
も
と
は
ひ
と
つ
だ
っ
た
も
の

を
、
人
数
が
多
く
な
っ
た
た
め
二
つ
に
わ
け

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
正
月
を
除
く
毎
月
一
度
、

集
ま
っ
て
念
仏
を
唱
え
、
宿
は
も
ち
ま
わ
り

で
し
た
。
四
十
町
の
人
々
は
必
ず
ど
ち
ら
か

の
講
に
属
し
て
お
り
、
四
十
町
内
に
は
十
四

日
講
へ
の
参
加
者
が
多
く
、
十
五
日
講
に
は

四
十
町
の
南
方
と
大
野
耕ご

う

地ち

の
人
々
が
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
地
域
住
民
の

信
仰
を
う
か
が
え
る
文
化
財
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

金
井　

貴
司
）

①現在の旧大石家住宅

②湯立釜　八郎右衛門新田若者中奉納

大正期頃の四十町の景観（想定図）
（『昭和六十年度江東区民俗調査報告書－深川浜・東砂地区総合民俗調査－』32頁より転載）

③四十町講中碑　明治33年在銘



5

江
戸
で
流
行
る

『
広
辞
苑
』で「
促
成
栽
培
」の
項
を
見
る
と
、

「
温
室
・
温お

ん

床し
ょ
うな

ど
で
、
蔬そ

菜さ
い

・
花か

き卉
の
発
育

を
促
し
、
普
通
栽
培
よ
り
も
早
く
収
穫
す
る

栽
培
法
」
と
あ
り
ま
す
。
現
在
で
い
う
ハ
ウ

ス
栽
培
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
江

戸
時
代
に
そ
の
よ
う
な
方
法
が
可
能
だ
っ
た

の
か
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
促
成
栽
培
を
実
現
さ
せ
る
方
法
は

存
在
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
方
法
は
後
述
す

る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
歴
史
と
促
成
栽

培
に
よ
る
早
期
出
荷
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
か
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
江
東
区
史
』（
昭
和
32
・
平
成
9
）
に
は
、

江
戸
前
期
の
寛
文
年
間
（
1
6
6
1
〜
）
に

中
田
新
田
（
東
砂
5
付
近
）
の
松
本
久
四
郎

と
い
う
農
民
が
考
案
し
た
と
の
伝
承
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
寛
政
年
間
（
1
7
8
9

〜
）
と
の
説
も
同
時
に
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
の
農
産
物
が
江
戸
時
代
の
か
な
り
早
い

時
期
か
ら
季
節
前
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。
幕
府
の
法
令
集

『
御お

触ふ
れ

書が
き

寛か
ん

保ぽ

集し
ゅ
う

成せ
い

』
に
掲
載
さ
れ
た
貞
享

3
年
（
1
6
8
6
）
5
月
の
「
覚
」
に
は
、「
生

し
い
た
け　

正
月
節
よ
り
四
月
迄
」「
つ
く

し　

三
月
節
よ
り
」「
わ
ら
ひ　

三
月
節
よ

り
」「
竹
の
子　

四
月
節
よ
り
」「
な
す
ひ　

五
月
節
よ
り
」「
白
瓜　

五
月
節
よ
り
」ほ
か
、

多
数
の
野
菜
、
果
物
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、「
右
の
品
々
商
売
い
た
し

候そ
う
ろ
う
ぎ儀
、
先
年
月
切
に
御お

さ
だ
め定
な
さ
れ
得そ

う
ら
ええ

共ど
も

、

自じ

今こ
ん

以い

後ご

は
、
こ
の
書
付
の
通
、
節せ

つ

に
入
候

日
よ
り
商
売
こ
れ
を
い
た
す
べ
し
…
（
中
略
）

…
然し

か
れ

と
も
出
候
節
も
、
過
分
に
直
段
た
か
く

商
売
つ
か
ま
つ
り
間ま

敷じ
く

候そ
う
ろ
う…

（
後
略
）」（
読

み
下
し
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
前
商
売
で

き
る
月
を
定
め
た
が
、
今
後
は
節
（
お
そ
ら

く
二
十
四
節
気
）
に
入
る
日
よ
り
商
売
し
、

値
段
も
高
く
し
な
い
こ
と
な
ど
を
定
め
、
背そ

む

い
た
場
合
は
罪
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
季
節
前
の
出
荷
は
、
す
べ
て

で
は
な
い
に
し
ろ
促
成
栽
培
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
農
産
物
等
の
価
格
上

昇
の
背
景
に
は
、
初
物
好
き
な
江
戸
の
人
々

が
先
を
争
っ
て
消
費
す
る
と
い
う
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。
そ
の
た
め
、
幕
府
が
物
価
を

抑
制
す
る
目
的
で
出
し
た
こ
の
法
は
、
そ
の

内
容
か
ら
、
以
前
に
も
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
以
後
も
繰
り
返
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
、
こ
の
初
物
好
み
を
誘ゆ

う

発は
つ

す
る
促
成
栽

培
は
、
天
保
13
年
（
1
8
4
2
）
の
町ま

ち

触ぶ
れ

で

禁
止
さ
れ
ま
す
（『
藤
岡
屋
日
記
』）。

『
江
東
区
史
』
に
よ
れ
ば
、
日
記
４
月
11

日
の
条
に
「
野
菜
物
等
季
節
不い

た
ら
ざ
る
う
ち

至
内
売
買

致い
た
す
ま
じ
き
む
ね

間
敷
旨
」
と
命
じ
、
き
ゅ
う
り
・
茄な

子す

・

い
ん
げ
ん
、
さ
さ
げ
等
に
関
し
て
、
季
節
前

の
売
買
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
は
、

初
物
好
み
が
過
激
と
な
り
、
料
理
茶
屋
も

競
っ
て
買
う
た
め
、
そ
の
こ
と
を
「
不ふ

埒ら
ち

」

と
し
、
促
成
栽
培
の
方
法
だ
け
で
な
く
、「
も

や
し
物
」
と
呼
ば
れ
た
促
成
栽
培
の
野
菜
類

を
作
る
こ
と
も
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
促
成
栽
培
で
作
ら
れ
た
野

菜
は
、
早
い
物
好
き
の
江
戸
っ
子
好
み
だ
っ

た
わ
け
で
す
。

促
成
栽
培
の
方
法

幕
府
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
促
成
栽
培
の
方

法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
先
の
町
触
に
は
、
促
成
栽
培
を
「
雨

障
子
を
懸か

け

、
芥あ

く
た

ニ
て
仕し

立た
て

、
或あ

る
い

ハ
室
之
内
江
炭た

団ど
ん

火び

を
用
」い
て
養
う
こ
と
と
あ
る
よ
う
で

す
が
、
促
成
栽
培
の
記
述
が
あ
る
『
江
東
区

民
俗
調
査
報
告
書
』（
1
9
8
5
年
）か
ら
東
砂

の
明
治
〜
大
正
頃
と
思
わ
れ
る
聞
き
取
り
の

内
容
の
一
部
を
ま
と
め
て
み
ま
す（
図
参
照
）。

こ
の
辺
は
稲
作
よ
り
も
畑
作
が
中
心
で
、

主
に
き
ゅ
う
り
や
茄
子
の
苗
を
売
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
温
床
で
の
苗
の
促
成
栽
培
は
、

他
地
方
よ
り
早
く
育
ち
、
評
判
が
よ
か
っ
た
。

そ
の
苗
を
育
て
る
と
こ
ろ
を
床ト

コ

場バ

と
い
っ
た

①
。
中
川
を
利
用
し
て
運
ん
だ
東
京
（
江
戸
）

の
生
ゴ
ミ
（
芥
）
に
水
を
か
け
発
酵
さ
せ
た

も
の
を
そ
こ
に
埋う

め
、
床
場
の
周ま

わ

り
を
ヨ
シ

で
囲
い
、
上
に
和
紙
の
丈
夫
な
も
の
を
か
け

紐ひ
も

で
結
び
（
タ
コ
と
言
っ
た
②
）、
温
室
の

よ
う
に
熱
が
外
に
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
た
。

床
場
の
周
囲
は
、
春
先
は
海
か
ら
の
南

風
を
防
ぐ
た
め
、
立
て
た
柱
に
ヨ
シ
ズ
を
滑か

っ

車し
ゃ

で
吊つ

る
し
上
げ
下
げ
し
③
、
冬
場
は
北
西

の
風
を
防
ぐ
た
め
ヨ
シ
ズ
を
斜
め
に
立
て
た

④
。
促
成
栽
培
の
茄
子
は
、
非
常
に
柔
ら
か

く
、
掴つ

か

む
と
指
紋
が
残
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

以
上
が
促
成
栽
培
の
概
要
で
す
。
言
わ
れ

て
み
れ
ば
、「
な
る
ほ
ど
」
と
感
じ
ら
れ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

砂
町
の
促そ

く

成せ
い

栽さ
い

培ば
い　

『
江
東
区
民
俗
調
査
報
告
書
』で
知
る

野菜促成栽培用の床場の図

①

④
③

②

促
成
栽
培
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
か
ら
明
治
以
降
の
進
ん
だ
技
術
に
よ

る
生
産
方
法
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
実
は
江
戸
時
代
に
も
そ
の
技
術
は
存
在
し
た
よ
う
で

す
。
ど
の
よ
う
な
栽
培
方
法
だ
っ
た
の
か
、『
江
東
区
民
俗
調
査
報
告
書
』の
記
述
か
ら
見

る
こ
と
に
し
ま
す
。
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芭
蕉
の
求
め
た
も
の

6

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

今
日
こ
こ
の
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
は
、
芭

蕉
に
つ
い
て
、
ど
こ
で
生
ま
れ
た
か
と
か
、

ど
う
い
う
生
涯
を
過
ご
し
た
人
か
な
ど
は
よ

く
御
存
知
の
は
ず
で
す
の
で
、
い
き
な
り
本

論
に
入
っ
て
、
芭
蕉
が
何
を
求
め
て
努
力
を

続
け
た
か
と
い
う
こ
と
に
絞
っ
て
お
話
し
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

芭
蕉
は
死
ぬ
ま
で
努
力
を
続
け
た
人
で
、

そ
の
句
境
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
変
化
す
る
芭
蕉
に
つ
い
て
行
け
な
く

な
っ
て
、
芭
蕉
か
ら
離
れ
る
古
い
弟
子
も
生

じ
た
く
ら
い
で
す
。

そ
の
芭
蕉
の
努
力
の
一
つ
は
旅
で
す
。「
東

海
道
の
一
筋
も
知
ら
ぬ
人
、
風
雅
に
お
ぼ
つ

か
な
し
」（
三さ

ん

冊ぞ
う

子し

）
と
い
う
言
葉
が
芭
蕉

に
あ
り
ま
す
。
芭
蕉
の
旅
の
範
囲
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
く
、
明
石
か
ら
西
へ
は
行
っ
た

こ
と
が
な
く
て
、
中
国
地
方
、
四
国
、
九
州

は
知
ら
な
い
の
で
す
。
東
北
へ
は
有
名
な『
お

く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
で
行
き
ま
し
た
が
、
一

度
通
っ
た
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
芭
蕉
を
「
旅
の
詩
人
」
と
私
た
ち
が
考

え
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
芭
蕉
が
旅
と

い
う
も
の
を
、
自
分
の
芸
術
の
上
で
、
非
常

に
上
手
く
活
用
し
た
人
だ
か
ら
で
す
。

芭
蕉
は
四
十
一
歳
の
と
き
の
『
野
ざ
ら

し
紀
行
』
の
旅
で
一
流
の
俳
人
に
な
り
、

四
十
六
歳
の
「
奥
の
細
道
」
の
旅
で
、
超
一

流
の
俳
人
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

旅
で
は
、
神
経
の
研
ぎ
澄
ま
し
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
新
鮮
に
、
そ
し
て
強
く
心

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
活
用
し
て
、
芭

蕉
は
自
分
の
芸
術
を
高
め
た
の
で
す
。

芭
蕉
の
人
生
に
お
い
て
は
旅
の
比
重
が

大
き
い
の
で
す
が
、
旅
に
出
な
い
年
も
あ

り
ま
す
。

我
が
草
の
戸
の
初
雪
見
ん
と
、
余
所

に
あ
り
て
も
空
だ
に
曇
り
侍
れ
ば
急

ぎ
帰
る
こ
と
あ
ま
た
た
び
な
り
け
る

に
、
師
走
中
の
八
日
、
は
じ
め
て
雪
降

り
け
る
喜
び

初
雪
や
幸
ひ
庵
に
ま
か
り
あ
る　

芭
蕉

（
貞
享
三
年
）

芭
蕉
は
こ
の
よ
う
に
普
段
で
も
神
経
を
研

ぎ
澄
ま
し
て
い
る
の
で
す
。
自
分
の
草
庵
の

初
雪
が
き
れ
い
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
こ
の
よ
う
に
、
初
雪
に
神
経
を
集
中
さ

せ
て
お
け
ば
、
初
雪
が
降
っ
た
と
き
、
初
雪

が
心
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
が

芭
蕉
の
日
常
の
態
度
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
次
の
話
題
に
移
り
ま
す
が
、

芭
蕉
が
俳
句
に
奥
深
い
も
の
を
求
め
て
い
た

こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
芭
蕉
に
は

写
生
的
な
句
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
越

え
て
、
も
っ
と
句
の
意
味
の
広
が
る
も
の
を

求
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

病び
ょ
う

雁が
ん

の
夜
寒
に
落
ち
て
旅
寝
哉

海あ

士ま

の
家や

は
小
海
老
に
ま
じ
る
い
と
ど
哉

『
猿さ

る

蓑み
の

』
の
編
纂
の
と
き
に
、
芭
蕉
は
編

纂
に
携
わ
っ
た
去き

ょ

来ら
い

と
凡ぼ

ん

兆ち
ょ
うに

対
し
て
、
こ

の
二
つ
の
句
を
出
し
て
、
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ

を
『
猿
蓑
』
に
入
れ
ろ
と
言
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

凡
兆
は
「
海
士
の
家
は
」
が
断
然
良
い
と

主
張
し
ま
し
た
。「
い
と
ど
」と
い
う
の
は「
い

と
ど
こ
お
ろ
ぎ
」
と
い
う
こ
お
ろ
ぎ
の
一
種

で
す
。
漁
師
の
家
で
す
か
ら
、
小
海
老
を
笊

に
い
っ
ぱ
い
採
っ
て
き
て
お
い
て
あ
る
。
そ

こ
に
こ
お
ろ
ぎ
も
ま
ざ
っ
て
、
海
老
も
こ
お

ろ
ぎ
も
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
は
ね
て
い
る
、
こ
の

情
景
の
お
も
し
ろ
さ
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
。
凡
兆
は
こ
の
光
景
が
新
鮮
だ
と
し
て
評

価
し
た
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
去
来
は
、
小
海
老
に
混

じ
る
い
と
ど
と
い
う
の
は
、
た
し
か
に
新
し

い
素
材
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
私
で
も
そ
の
情

景
を
み
た
ら
句
に
作
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
病
雁
の
句
は
、
わ
た
し
に

は
到
底
で
き
な
い
句
で
あ
る
と
い
っ
て
、
病

雁
の
句
を
推
薦
し
た
の
で
す
。
お
互
い
に
譲

ら
な
か
っ
た
の
で
、
両
方
と
も
入
れ
よ
う
と

な
り
、現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る『
猿
蓑
』に
は
、

こ
の
両
方
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。

『
去
来
抄
』
に
よ
る
と
、
後
に
芭
蕉
は
、

病
雁
を
小
海
老
な
ど
と
と
同
列
に
論
じ
て
い

た
の
だ
な
あ
と
言
っ
て
病
雁
の
句
を
良
し
と

し
た
と
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
な
ぜ
病
雁
の
句
が
良
い
か
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
病
雁
の
句
は
、
一
羽
の
病
気
の
雁
が

群
か
ら
離
れ
て
地
上
へ
落
ち
て
き
て
、
そ
こ

で
旅
寝
を
過
ご
す
と
い
う
句
で
す
。
雁
は
群

を
な
し
て
飛
ぶ
鳥
で
す
か
ら
、
一
羽
だ
け
で
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飛
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
は
な
い
の

で
す
が
、
一
羽
だ
け
で
い
て
も
私
た
ち
に
は

そ
れ
が
病
気
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
こ
れ
は
写
生
と
は
違
い
ま
す
。

病
雁
と
把
握
し
た
こ
と
自
体
に
、
主
観
が

入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
病
の
身
で
も
っ
て
、

秋
の
終
わ
り
の
夜
寒
の
中
で
旅
寝
を
す
る
わ

び
し
さ
、
と
い
う
の
を
表
現
し
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、
芭
蕉
は
目
に
触
れ
た
描
写
よ

り
も
、
そ
の
奥
に
潜
む
広
が
り
を
重
視
し
て

い
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

人
声
や
此
道
帰
る
秋
の
暮

此
道
や
行ゆ

く

人ひ
と

な
し
に
秋
の
暮

こ
れ
は
亡
く
な
る
半
月
ほ
ど
前
に
大
阪
で

作
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
も
芭
蕉

は
周
囲
の
人
に
ど
ち
ら
が
良
い
か
と
聞
い
て

い
ま
す
。

芭
蕉
は
新
清
水
の
茶
店
の
前
に
あ
る
道
を

眺
め
て
い
て
、
人
が
通
る
状
態
と
通
ら
な
い

状
態
の
両
方
を
句
に
し
ま
し
た
。「
人ひ

と
ご
え声
や
」

は
、
二
人
以
上
の
人
が
連
れ
立
っ
て
話
を
し

な
が
ら
帰
っ
て
い
く
句
で
す
。
人
の
声
と
い

う
の
は
温
か
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
し
、
帰
っ

て
い
く
先
に
は
、
温
か
い
夕
御
飯
が
待
っ
て

い
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
こ
の
句
は
秋
の
寂

し
さ
の
中
に
仄
か
な
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
一
方
、「
此こ

の

道み
ち

や
」
は
、
誰
も
通
ら
な

い
こ
と
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
秋
の
暮
だ
け
で

も
淋
し
い
の
に
、
こ
の
道
を
歩
く
人
は
誰
も

い
な
い
。
秋
の
寂
し
さ
が
ひ
と
き
わ
身
に
染

み
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
、
周
囲
の
人
は
、
先

生
が
ひ
と
り
で
歩
い
て
い
る
、
私
た
ち
は
誰

も
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い

か
と
解
釈
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
芭
蕉

も
、
私
の
心
に
も
そ
う
い
う
考
え
が
あ
る
の

だ
と
、
こ
の
句
に
所
思
（
思
う
と
こ
ろ
）
と

前
書
を
付
け
て
、
半は

ん

歌か

仙せ
ん

の
発
句
に
し
た
と

い
う
の
で
す
。

芭
蕉
は
最
初
、
人
が
道
を
通
る
状
態
、
次

に
通
ら
な
い
状
態
を
そ
の
ま
ま
に
描
い
た
の

で
す
が
、
受
け
取
る
側
は
「
道
」
を
現
実
の

道
路
で
は
な
く
、
芭
蕉
が
究
め
よ
う
と
し
て

い
る
道
、
す
な
わ
ち
俳
諧
の
道
と
考
え
た
の

で
す
。
先
生
は
俳
諧
の
道
を
一
人
で
歩
い
て

お
ら
れ
、
誰
も
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
と
捉
え
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
芭
蕉
も
、
道
を
究
め
よ
う
と
私
は

努
力
し
て
い
る
、
で
も
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て

く
れ
る
人
間
が
い
な
い
と
い
う
気
持
が
自
分

に
も
あ
る
、
そ
の
気
持
が
表
現
さ
れ
て
い
る

か
ら
「
此
道
や
」
の
ほ
う
が
良
い
と
し
た
わ

け
で
す
。
芭
蕉
は
見
た
ま
ま
の
句
よ
り
、
そ

の
背
後
に
作
者
の
心
や
姿
勢
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
も
の
を
良
し
と
し
た
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
こ
の
「
人
声
や
」
の
句
は
捨

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
悪
い
句
と
は
思

え
ま
せ
ん
。
秋
の
侘
し
さ
の
中
に
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
か
ら
、

捨
て
る
必
要
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
の
ち
に
、

芭
蕉
を
大
変
尊
敬
し
た
蕪ぶ

村そ
ん

は
、「
人
声
や
」

の
句
を
元
に
、
秋
の
暮
を
春
雨
に
し
て
、「
春

雨
や
物
語
行
く
蓑
と
笠
」
と
い
う
句
を
作
っ

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、『
去
来
抄
』
に
あ
る
有
名
な

逸
話
を
御
紹
介
し
ま
す
。

岩い
わ

鼻は
な

や
こ
ゝ
に
も
ひ
と
り
月
の
客　

去
来

去
来
が
こ
う
い
う
句
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、

同
じ
蕉
門
の
洒し

ゃ

堂ど
う

が
こ
の
句
を
月
の
猿
と
し

た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
言
い
、
去
来
は

月
の
客
の
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
、
芭
蕉
に

ど
ち
ら
が
良
い
か
聞
い
た
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
芭
蕉
が
い
う
こ
と
に
は
、

「
猿
と
は
何
事
だ
。
お
ま
え
は
い
っ
た
い
こ

の
句
を
ど
う
い
う
つ
も
り
で
作
っ
た
ん
だ
」

と
尋
ね
ま
し
た
。
去
来
は
「
名
月
の
も
と
、

山
野
を
俳
句
作
り
に
浮
か
れ
て
歩
い
て
い
た

ら
、
岩
の
て
っ
ぺ
ん
に
、
一
人
の
騒
客
（
風

流
を
も
と
め
て
さ
ま
よ
う
人
）
を
見
つ
け
た
。

自
分
の
ほ
か
に
も
風
流
人
が
い
る
な
あ
と
思

い
、
そ
れ
を
句
に
し
ま
し
た
」
と
説
明
し

ま
し
た
。
す
る
と
芭
蕉
は
、「
こ
れ
は
そ
う

い
う
句
で
は
な
い
。
お
前
が
、
そ
の
岩
の
突

端
で
月
を
見
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
こ

に
も
ひ
と
り
月
の
客
が
お
り
ま
す
よ
と
月
に

向
か
っ
て
、
お
前
自
身
が
名
乗
り
出
て
い
る

句
だ
。
そ
の
ほ
う
が
風
流
の
度
合
い
が
強
い

じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

去
来
の
考
え
方
で
は
、
私
が
こ
こ
に
い

て
、
あ
そ
こ
に
も
一
人
月
の
客
が
い
る
な
あ

と
、
絵
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
情
景
、
つ
ま

り
写
生
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。　

芭
蕉

の
考
え
方
は
そ
う
で
は
な
く
、
月
に
む
か
っ

て
名
乗
り
出
る
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
単

な
る
見
か
け
た
光
景
で
は
な
く
、
月
を
愛
す

る
気
持
、
月
に
浮
か
れ
る
気
持
ま
で
盛
り
込

ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
芭
蕉
に
は

す
ぐ
れ
た
写
生
的
な
句
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
先
を
求
め
続
け
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
芭
蕉

は
写
生
的
な
も
の
を
と
て
も
大
切
に
考
え
て

は
い
る
が
、
な
お
も
作
者
の
気
持
や
態
度
が

盛
り
込
ま
れ
る
作
品
を
、
そ
の
先
に
追
い
求

め
て
い
た
の
が
わ
か
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
や
や
と
も
す
る
と
、
俳
句

は
見
た
ま
ま
を
言
え
ば
良
い
と
思
い
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
句
の
中
に
さ
ら
に

大
き
く
広
が
る
意
味
を
込
め
て
こ
そ
本
当
の

俳
句
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
し
か
し
、
芭
蕉
の
求
め

続
け
た
も
の
を
私
た
ち
も
追
い
求
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
俳
句
と
い
う
も
の
は
わ
ず

か
十
七
文
字
で
あ
り
な
が
ら
な
か
な
か
に
奥

深
い
も
の
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
私
た
ち
も

会
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
九
年
十
月
八
日　

於
：
江
東
区
芭
蕉
記
念
館
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『
下
町
文
化
2
7
4
号
』（
平
成
28
年
7
月
）

で
深
川
の
寺
町
に
つ
い
て
、
町
の
形
成
や
寺

院
の
変
遷
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
同
じ
寺
町
で
も
亀
戸
に
つ
い
て
そ
の
変

遷
や
寺
院
を
紹
介
し
ま
す
。

「
亀
戸
」（「
亀
津
」・「
亀
渡
」
と
も
表
記

さ
れ
ま
す
）
は
江
東
区
域
で
は
、
中
世
か
ら

史
料
で
確
認
さ
れ
る
地
域
で
す
。
ま
た
亀
戸

地
域
の
北
十
間
川
沿
い
の
地
域
が
、
中
世
の

海
岸
線
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
早
く
か
ら
陸
地
化
が
進
ん
だ
地
域
で
あ
る

た
め
中
世
に
遡
る
創
建
伝
承
を
持
つ
寺
院
が

あ
り
ま
す
。

①
戦
国
時
代
以
前
か
ら
の
寺
院

龍り
ゅ
う

眼げ
ん

寺じ

（
天
台
宗
・
亀
戸
3
）
は
応お

う

永え
い

2

年
（
1
3
9
5
）
に
良
博
和
尚
に
よ
り
開
か

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
良
博
和
尚
は
、

下し
も
う
さ
の
く
に

総
国
（
現
在
の
千
葉
県
北
部
と
茨
城
県
南

部
）
の
有
力
豪
族
で
あ
る
千
葉
氏
の
出
身
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
一
八
世
期
後
半
以
降
、
境
内
に

植
え
ら
れ
た
萩
の
花
は
、『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』・『
江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
な
ど
に
記
さ
れ
、

明
治
以
降
に
は
絵
は
が
き
が
出
さ
れ
る
な
ど

萩
の
名
所
、「
萩
寺
」
と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
寺
は
、
亀
戸
七
福
神
の
内
、
布
袋

を
祀
る
寺
院
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
光こ

う

明み
ょ
う

寺じ

（
天
台
宗
・
亀
戸
3
）
は

弘こ
う

治じ

元
年
（
1
5
5
5
）
の
創
建
で
す
。『
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
、
境
内
の
地
蔵
尊

へ
お
願
い
す
れ
ば
、
脚
気
が
治
る
と
し
て
信

仰
を
集
め
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
六ろ

く

阿あ

弥み

陀だ

巡じ
ゅ
ん

礼れ
い

と
常

じ
ょ
う

光こ
う

寺じ

二
つ
の
事
例
か
ら
中
世
の
創
建
と
伝
え
ら

れ
る
寺
院
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
亀

戸
に
は
他
に
も
古
い
時
代
の
創
建

伝
承
が
あ
る
寺
院
の
一
つ
に
常
光
寺

（
曹
洞
宗
・
亀
戸
4
）
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
六
阿
弥
陀
巡
礼
の
霊

場
と
し
て
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
六

阿
弥
陀
巡
礼
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
を

安
置
す
る
六
ヶ
所
の
寺
院
（
※
）
の

巡
礼
で
あ
り
、
常
光
寺
は
六
番
目
に

あ
た
り
ま
す
。

ち
な
み
に
寺
伝
で
は
、
開
山
（
寺

院
の
創
始
者
）
は
奈
良
時
代
に
東
大
寺
大
仏

の
建
立
に
力
を
尽
く
し
た
僧
で
あ
る
行

ぎ
ょ
う

基き

、

さ
ら
に
同
寺
を
中
興
し
た
の
が
勝
庵
和
尚
で

あ
り
、天
文
13
年
（
1
5
4
4
）
に
亡
く
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
世

に
お
け
る
寺
院
の
中
興
は
、
亀
戸
の
寺
院
が

中
世
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。

③
明
治
初
め
に
消
え
た
寺
院

こ
の
ほ
か
に
亀
戸
に
は
多
く
の
寺
院
が
あ

り
、
神
社
を
管
理
す
る
別べ

っ

当と
う

寺じ

も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に

政
府
か
ら
出
さ
れ
た
神し

ん

仏ぶ
つ

判は
ん

然ぜ
ん

令れ
い

に
よ
り
寺

院
と
神
社
が
分
離
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
く（

仏
教
排
斥
）
の
動
き
が
あ
り
、
ま

た
修
験
は
、
山
伏
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
山

岳
に
密
教
や
神
道
、
古
来
の
山
岳
信
仰
な
ど

が
融
合
し
て
形
成
さ
れ
た
日
本
仏
教
の
一
つ

で
す
が
、
明
治
5
年
（
1
8
7
2
）
に
政
府

よ
り
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
明
治
初
期
に
お
け
る
仏
教
の
動

揺
を
受
け
た
寺
院
の
一
つ
と
し
て
、
亀か

め

戸い
ど

不ふ

動ど
う

院い
ん

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
亀
戸
不
動
院
は
、

普ふ

門も
ん

院い
ん

（
亀
戸
3
）
の
末
寺
で
す
。
時
期
は

限
ら
れ
ま
す
が
、
津つ

山や
ま

藩は
ん

（
岡
山
県
津
山
市
）

の
代
参
と
し
て
、
富
士
山
の
山
籠
を
し
た
修

験
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
（
参
考
文
献
）。
亀
戸

不
動
院
は
修
験
道
の
禁
止
の
影
響
を
受
け
、

明
治
7
年
に
は
廃
寺
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
亀
戸
は
、
廃
仏
毀
釈
の
影
響

を
受
け
た
と
は
言
え
、
中
世
の
創
建
と
さ
れ

る
多
く
の
寺
院
が
残
る
寺
町
と
言
え
ま
す
。

創
建
が
中
世
に
遡
る
と
い
う
点
は
亀
戸
と
い

う
地
域
を
特
徴
づ
け
て
い
ま
す
。

※�

他
の
五
ヶ
所
は
、
一
番
西さ

い

福ふ
く

寺じ

（
現
北
区

豊
島
）、
二
番
延え

ん

命め
い

寺じ

（
現
足
立
区
江
北
・

現
恵え

明み
ょ
う

寺じ

）、
三
番
無む

量り
ょ
う

寺じ

（
現
北
区

西
ヶ
原
）、
四
番
与よ

楽ら
く

寺じ

（
現
北
区
田

端
）、
五
番
常じ

ょ
う

楽ら
く

院い
ん

（
台
東
区
・
現
在

は
調
布
市
へ
移
転
）
で
す
。

参
考
文
献　

小
泉
雅
弘
「
修
験
・
武

家
・
吉
田
御
師
の
交
流
と
結
合
︱
忘

れ
ら
れ
た
寺
院
・
亀
戸
不
動
院
を
め

ぐ
っ
て
︱
」（『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀

要
』
第
八
号　

江
東
区
教
育
委
員
会　

一
九
九
七
）

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ

刀ぎ

俊
宏
）

江戸名所図会・龍眼寺の挿絵
（江東区教育委員会所蔵）本

所
猿
江
亀
戸
村
辺
絵
図
・
部
分（
１
８
５
１
年　

近
吾
堂
版
・
矢
印
で
示
し
た

箇
所
が
不
動
院
で
す
・
江
東
区
教
育
委
員
会
所
蔵
）


